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61 60外
国
と
歴
史

二
重
の
想
像
力
を
駆
使
す
る
学
問

国
際
政
治
史
は
間
口
の
広
い
分
野
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
会
議
と
勢
力
均
衡
、
第
一
次
世
界

大
戦
や
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
原
因
、
冷

戦
の
発
生
と
変
容
。
ま
た
、
現
在
の
国
際
政

治
に
関
わ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
、

国
連
研
究
な
ど
も
テ
ー
マ
と
な
る
。
さ
ら
に

は
各
国
の
対
外
政
策
史
、
海
外
の
国
内
政
治

も
含
ま
れ
る
。
極
論
す
れ
ば
、
日
本
の
国
内

政
治
・
政
策
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究

テ
ー
マ
が
対
象
と
な
る
。

「
国
際
政
治
史
は
外
国
と
歴
史
と
い
う
二

重
の
意
味
で
想
像
力
が
必
要
で
す
。
高
校
の

『
世
界
史
』『
地
理
』
の
よ
う
に
暗
記
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。何
の
次
に
何
が
起
き
た
か
、因

果
関
係
が
わ
か
れ
ば
い
い
。
大
雑
把
な
年
表

と
世
界
地
図
が
頭
に
入
っ
て
い
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
月
村
先
生
は
話
す
。

「
今
、世
界
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き

て
い
ま
す
。
西
洋
中
心
、
国
家
中
心
だ
っ
た

考
え
方
が
崩
れ
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
誰

に
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
を
見
据
え
る
た
め

に
も
、
事
象
を
整
理
す
る
〝
海
図
〞
と
し
て

こ
の
講
義
を
使
っ
て
ほ
し
い
」。そ
れ
が
講
義

の
狙
い
だ
。

こ
の
日
の
講
義
タ
イ
ト
ル
は
「
我
々
は
今

ど
こ
に
い
る
の
か
」。月
村
先
生
は
講
義
全
体

を
海
図
に
見
立
て
、
国
際
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
学
生
た
ち
に

時
代
の
流
れ
を
示
し
て
い
く
。

国
境
を
越
え
た
活
動
の
拡
大

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
例

講
義
は
キ
ー
ワ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
た
プ
リ

ン
ト
に
沿
っ
て
進
む
。
例
え
ば
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
（globalization

）」。
そ
の
動
き
に
つ
い

て
「
国
境
を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拡

大
」を
一
例
に
解
説
が
始
ま
る
。「
こ
れ
か
ら

人
、
モ
ノ
、
お
金
は
国
境
を
越
え
、
ど
ん
ど

ん
動
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。
特
に
お
金
と
モ

ノ
は
隙
さ
え
あ
れ
ば
、
お
金
儲
け
の
た
め
に

国
境
を
通
り
越
し
て
動
く
。
国
境
か
ら
モ
ノ

を
出
さ
な
い
こ
と
は
す
ご
く
大
変
で
、
そ
れ

を
一
生
懸
命
止
め
る
の
が
国
。
今
は
そ
れ
を

選
択
的
に
許
し
て
い
ま
す
が
、
選
ん
だ
り
止

め
た
り
す
る
に
は
力
が
か
か
る
。
い
ず
れ
無

理
が
く
る
で
し
ょ
う
」。学
生
た
ち
は
月
村
先

生
の
話
に
集
中
す
る
。「
国
境
を
出
て
外
と
内

の
世
界
が
混
ざ
り
合
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
避

け
ら
れ
な
い
。
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
は
今
、
近
代
社
会
が
つ
く
っ
た
国

境
問
題
に
初
め
て
直
面
し
て
い
る
の
で
す
」

あ
る
学
生
は
月
村
先
生
の
講
義
を
「
物
事

を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
国
際
政
治
に
関
わ
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
人
生
に
お
い
て
も
捉
え
方
の

幅
が
広
が
っ
て
い
く
の
が
魅
力
で
す
」
と
い

う
。「

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
文
明
の
衝
突
で
あ
る

一
方
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
る
多
文
化
共
生

主
義
で
も
あ
り
ま
す
」と
月
村
先
生
。「
国
が

変
わ
っ
て
も
み
ん
な
同
じ
。
ご
飯
を
食
べ
て
、

笑
っ
て
、
泣
い
て
、
恋
を
し
て
、
世
界
中
で

同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
君
た
ち
も
そ
の

世
界
の
一
部
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
講
義
を
し

て
い
ま
す
」

世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
整
理
し

海
図
の
役
割
と
な
る「
国
際
政
治
学
」
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学

この講義で
学ぶこと

女
性
の
社
会
進
出
か
ら
核
問
題
ま
で
。
日
本
や
世
界
の
将
来
に
関
わ
る
「
政
策
」
の
本
質
を
政
治
、経
済
、

法
律
、
組
織
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

藤田 周くん
政策学部 政策学科４年／京都府立 嵯峨野高校卒

高田 和暉くん
政策学部 政策学科４年／大阪府立 茨木高校卒

将来はロシア語を生かした職業に就きたいと思っ
ていて、今、ロシア語を勉強しています。外交関
係や資源を輸入している会社で貿易関係に従事す
る仕事が選択肢としてありますね。

同志社大学は学生数が多く、いろいろな人がいる
のが魅力です。留学生も多く国際色が豊か。国内
もいろいろな地方から来ているので、自分が知ら
なかったことをたくさん学べます。

将来はロシア語を生かした職業に就きたい 世界から日本中から多くの人たちが来る大学

※講義は2019年に取材したものです。

現
在
の
国
際
政
治
は
大
き
な
過
渡
期
に
あ
る
。
西
欧
国
際

シ
ス
テ
ム
を
基
本
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は

不
十
分
性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
政
治
を
理
解

す
る
た
め
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
政

治
を
構
成
し
て
き
た
要
因
や
歴
史
を
学
ぶ
。

新町キャン
パスの食堂
の「チキン
南蛮」がお
すすめ。衣
にタレがしみていて、ご飯が
進みます。学生たちの人気メ
ニューです。
藤田 周くん

私の学食
オススメ
メニュー

─
政
策
学
部
─
政
策
学
科
─
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講義は新町キャンパスの大きな
教室で行われました。月村先生
は学生たちの理解が広がるよ
う、事象の背景にあるエピソー
ドやご自身の海外での経験を交
えながら講義を進めます。学生
たちは真剣に聞き入り、聞き逃
すことがないよう熱心にノート
を取っていました。

同志社大学は
こんな大学

記者の目

神学部 文学部 社会学部 法学部

経済学部 商学部 政策学部 文化情報学部

理工学部 生命医科学部 スポーツ
健康科学部 心理学部

グローバル・コミュ
ニケーション学部

グローバル地
域文化学部

こ
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

東京都生まれ。麻布高校卒業。1983年東
京大学法学部卒業。1988年まで東京大学
法学部助手。ザグレブ大学留学。財団法
人・行政管理研究センター研究員、社団
法人・川崎地方自治研究センター専任研
究員を経て、1992年神戸大学法学部助教
授、1996年教授。2000年神戸大学大学
院法学研究科教授。2008年同志社大学
政策学部教授。神戸大学名誉教授。
著書に『民族紛争』（岩波新書2013年）、
『ユーゴ内戦－政治リーダーと民族主義』
（東京大学出版会2006年）など。

Profile

月つ
き

村む
ら 

太た

郎ろ
う

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA
今
、我
々
は
大
き
な
時
代
の
切
れ
め
に
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
も
含
め
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
何
が
起
き

て
い
て
、
そ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
。
今
世
紀
の
前
半
く

ら
い
ま
で
の
動
き
を
予
想
し
、そ
の
先
の
指
針
を
見
つ
け
る
。
こ
の
講
義

は
国
際
社
会
の
動
き
を
整
理
す
る
た
め
の
海
図
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

資料請求

入試情報
Information

一
般
選
抜
入
試
の
ポ
イ
ン
ト

2
0
2
1
年
度
入
試
に
お
い
て
、
入
試
制
度
や
出

題
方
針
は
従
来
通
り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
入
試
制
度
〉

　

 

全
学
部
日
程
と
学
部
個
別
日
程
の
2
つ
の
日
程

を
設
定
し
、
す
べ
て
3
教
科
で
選
抜
し
ま
す
。

　

 

両
日
程
を
利
用
す
れ
ば
、
同
一
学
部
・
学
科
に

2
回
挑
戦
で
き
ま
す
。

〈
入
試
問
題
〉

・ 

解
答
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
は
な
く
記
述

式
。
誤
字
脱
字
に
注
意
し
て
わ
か
り
や
す
く
書

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

・ 

問
題
は
日
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、
両
日
程
と

も
難
易
度
や
傾
向
に
差
は
な
く
、
学
部
ご
と
の

対
策
は
不
要
で
す
。

※ 

6
月
下
旬
よ
り
、
大
学
紹
介
や
入
試
説
明
、
学

部
紹
介
の
動
画
な
ど
、
進
学
準
備
に
役
立
つ
情

報
を
順
次
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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